
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2025年1月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

投資環境見通し（2026年2月）

12.00%

S&P500種株価指数 6,932.30 ▲0.10% ▲0.18% 9.26%

NYダウ 50,115.67 2.50% 1.32% 13.40%

（期間：2025年1月31日～2026年2月6日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2026年2月2日～2月6日） 米国株価指数の推移

外国株式相場は、米国、欧州ともに底堅く推移

先週の米国株式市場は、前週末比でS&P500種株価指数はほぼ横ばいだった一方、NYダウ
は上昇しました。
2日発表の1月ISM製造業景況指数が市場予想を上回り、株価は上昇しました。その後、人
工知能スタートアップ企業が新ツールを発表した影響で、ソフトウェア関連を中心にハイ
テク株が下落しましたが、週末には買い戻しが入り、NYダウは最高値を更新しました。
欧州株式市場は、前週末比で上昇しました。
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主要国株価指数の推移
（期間：2025年1月31日～2026年2月6日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202602_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

13.95%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
2月6日

企業業績については、依然として底堅い景気動向を背景に、当面は悪化に対する不安は小さいとみ
ています。米国株式相場は、同国政府の対外政策による地政学的な不安や関税政策を巡る先行き不
透明感を背景に、変動率の高い展開が予想されます。ただし、景気は底堅く、FRB（米国連邦準備
制度理事会）による利下げ余地を勘案すれば、当面の下値は限定的で次第に底堅く推移するとみて
います。欧州株式相場は、米国政府の対外政策やグリーンランド領有を巡る米国との対立などの外
部環境から変動率の高い展開が予想されますが、域内諸国の財政拡張姿勢に支えられ、米国株式相
場と同様に当面の下値は限定的で次第に底堅く推移するとみています。

4,700

5,400

6,100

6,800

7,500

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

25/1 25/3 25/5 25/7 25/9 25/11 26/1

NYダウ -左軸 S&P500種株価指数 -右軸-

60

80

100

120

140

160

25/1 25/3 25/5 25/7 25/9 25/11 26/1

S&P500種株価指数 FTSE100
DAX 香港ハンセン指数

MYAM Market Information

（年/月）

（年/月）

（指数値）

（ポイント）（ドル）


	外国株式見通し

